
家蚕の環境抵抗に関する実用試験（I）

過湿環境飼育と収繭成績

田中茂光・松峯智子・池田佳子

　雀力化や機械化が進み，さらに経営規模の拡大がなされていくと，象蚕の飼育もある程度逆境

で行われることが予想される。

猷ぱ，櫛桑の萎凋防止や蜘の防暑倣め魏上散水誠は布類の徽を行・て瀦桑回

数の極端な節減を計ることなどがなされる。過湿環境が蚕児の生理上に与えるマイナス面と，給

与桑の新鮮度を保持するプラス面訟よびそれに伴う雀力的価値など，総合的に検討を加えるため

の基礎資料を得るfcめに本試験を行った。

〔方法〕

　　　　過湿区として次の区を設けfe。

散水区・・・…ZZ桑后蚕座上に水道水を如露で充分に散布しVt。

　有孔ポリエチレン被覆区・・……水田苗代用の換気ポリトウ布を蚕座上に被覆した。

　la’　：一一ル被覆区・・・…as座をビニール布で完全に包んで換気が殆んど行われないようにした。

　対照区・・・…散水屯被覆もしない。

　以上の操作を4令起蚕より上蔽まで継続した。給桑回数は1日9回とし，供試頭数は春期むよ

び初秋期はx区500頭宛，夏蚕期は2000頭宛をとった。用いた晶種は春蚕期富国×大簑）・

夏蚕期ユ24×ll－24，初秋蚕期24×54である。

　　　　　　　　　　　　　　　　「亡試験結果〕

激水lx・，有孔ポリエチレンxビニー・収・対駆の各区ゆいて春蚕期・春蚕露天育・麟

期，初秋蚕期A細よびBの5圓の試行から得允結果は第1表のようである。

　　　　　　　　　第1衰　壮蚕期過湿飼育と収繭成績
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　ここで全体についての比較検討は省略して，収繭量と密接な関連のある上繭Z粒重と，繭質の

指標である繭層歩合とを取り出して，第2表に配列しfc。
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第欝表　昏区に診げるユ粒重於よび繭層歩合，⇔内は対照区との比
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，ユ樋について繭照区激瓢漱でついでts孔ポ・エチ・ン区で・ビニ艶耳鍛醗

く対照区の1劇減であった。散水区は殆んど対照区と大差なく，夏秋期にはそれよpTも良い例も1

みられftのは興味ある。

繭層歩合については何れの区も殆んど差は認められ丘かっfc。令申於よぴ蕨申の携蚕歩合はピ

＝一ル区が多く，殊に夏秋期に多い。他は大差がなかった。

　全令経過はビニール区に齢いて薯しく短ぐ，ユ～2日闘短縮した。次で有孔ポリエチレソ区で

散水区は最も長びい允。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

〔結び〕　　　　　　　’

従来過麟境が蚕児飼育には極めて不灘と考えられて欧が・この試験によ・て儲の抵抗

力を有することを知っft。殊にビ＝一ル布にて包んだ過飽和湿慶中に診いても，充分に発育する

ことが判った。表申でビ＝一ル区が艶蚕の多いのは闘時に高温でむれたためと思われる。春蚕期

において他と差がないことからもこれが判るQまた従来ぬれ桑給与は不適当と思われてい舟が，

全令に亘って散水桑を与えても殆んど蚕児の健康には影響がないように思われft。ただし経過日

数は多少延長する。一般に被覆区は残桑が壕く，桑葉の浪費は省けるように思えた。これによっ
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て保湿と保温（過温にならないよう）を組合せることによって，さらに給桑回数を節減する可能

性が見いだされfto” @　　　　，　　　　　　　．

家蚕の環境抵抗に関する実用試験（m

　　　　　　　　露天育と屋内育の収繭成績比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中茂光・矢島酉司・小宮山恒雄

麟飼髄醗から解放し・勲牒の簡捌ヒならび畷備讃用鰹済騰の面から近蠣

天育が行われている。当地方でもようやく最近注髄れているが・未だその轍の結果が報告さ

れていない。そこで当襲場では昨年に引き続いて，屋内育との比較試験を行った。、

〔方法〕

　5令餉食後露面上に蚕座を1．・2mの巾に拡げ，その上匹皆川むしろを被覆しfer。日中はi日

・磁酌しろの上から鰍をし允謝照区嘩噸憩約漕の概撒畷けfc・何れ棟

桑育でユ日欝回給桑（A．M・9，P，M・4）とした。

　な診露天育を開始する時期について，4令からとδ令からの場合の比較を1司時に行っfc。

〔試験結果〕

露天育と麟育の成績蜷蚕賜夏蚕賜秋聯A紋び助蝋行幽いて比較し燃果は

第1衷である。まft　4令より露天育を行っ允場合と5令よりの場合の比較を，春蚕期・秋蚕期A

かよびBのs試行について行った結果はng　2表である。

　　　第ユ表　屋内育と露天育の比較
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